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寸　言

ファンボロー・エアショーに初めて出展するにあたって

背（2mm）

弊社ナブテスコの航空宇宙カンパニーは、
パリ国際航空宇宙展及び国内開催の国際   
航空宇宙展（JA）にSJAC会員として従来
から参加・出展してまいりましたが、本年
7月、英国で開催されるファンボロー・エア
ショーに、初めて会員企業の一員として共同
参加させていただくことといたしました。
エアショーへの参加目的は、ビジネス
チャンスの掘り起こし、プロダクトパート
ナーの拡大等、それぞれの企業で異なると
思いますが、弊社はとりわけ「ブランド」
のアピール・浸透に重点を置いております。
その理由を説明させていただく前に弊社の
生い立ちを少し述べさせていただきます。
弊社は1944年帝国人造絹絲の機械部門が

独立して帝人航空工業を立ち上げ、戦後、
帝人製機への社名変更を経て1955年から  
航空機部品の製造を再開、設計・製造能力
を蓄積してきました。1970年代に米国民間
航空機市場へ進出、ボーイング757並びに
767型機のフライトコントロールアクチュ
エータの受注を経て、1992年には米ボー    
イング777型機のフライバイワイヤー・フラ
イトコントロール・アクチュエーション  
システムを、一次サプライヤーとして受注
することに漕ぎ着けました。現在では、多くの 
民間航空機、自衛隊機の開発に参画させて
いただいております。
さて、ご存知の皆様もおいでのことと思い
ますが、弊社名「ナブテスコ」は2003年に
帝人製機㈱とナブコ㈱の経営統合により  
誕生いたしました。したがって「ナブテスコ」
ブランドイメージは、両社の歴史を引き継いだ 
とはいえまだまだ白紙の状態であり、この

ブランドイメージにどの様にどんな色を付けて    
いくかが、会社として重要な基本戦略であると
考えております。「ナブテスコ」という社名を    
聞いただけで、「お客様にとって、社会に
とって、価値ある会社である」とイメージ
いただけるようになりたいと願っております。
この企業ブランドのイメージは、日頃の

あらゆる企業活動の結果ではないでしょうか。
例えば、営業担当のお客様への対応、お客様
のニーズに対する迅速な提案のご提供等に
ついて、どうすればより改善できるかという
ことを、経営トップを含めて従業員一人  
一人が日々一生懸命考える、そういう企業
文化（風土）を映すものでしょう。グロー
バルなビジネスである航空産業にあって、
理想的な企業イメージを造り上げ、その  
ブランドを浸透させ高めるには、相当の  
時間と努力が必要と思っております。私ども    
「ナブテスコ」ブランドイメージは、白紙で
あるがゆえに今後の精進次第で素晴らしい
色に染まるとのプラス思考に徹し、先ずは
「ナブテスコ」の知名度を上げるため、出来
る限り広範囲に行動してまいりたいと思い
ます。

SJAC殿のご指導の下、今回出展させて 
いただくことにより、私どもの様なシステム         
サプライヤーが日本に存在することを世界に    
知らしめることは、日本の航空業界に微力
ではありますが必ず貢献できると信じており        
ます。最後に、この誌面をお借りし手前勝手な
意見を述べさせていただきましたが、先輩      
諸兄の皆様にご容赦いただきたくお願い申し   
上げます。ファンボローで皆様にお目にかかる  
ことを楽しみにしております。

ナブテスコ株式会社
航空宇宙カンパニー社長
片多　博

アジアの国際航空宇宙展シリーズ  第3回「珠海エアショー2010」

1．珠海エアショー（AIRSHOW CHINA / China International Aviation & Aerospace Exhibition）の概要

珠海エアショーは1996年に第1回目を開催、その後隔年
開催で今年は8回目を迎える。（2010年は11月16～21日に開催
予定）中国は北京、上海、西安、天津においても展示会を    
行っているが、この展示会は、飛行展示のある中国唯一の
国際航空宇宙トレードショーとして、国務院に支持され、
中国航空宇宙産業界の全面的なサポートを受けている。
珠海市は中国大陸の南にある広東省に位置し、香港や
マカオに隣接する。中央政府は、この珠江デルタ地域発展改革計画を2008年に発表、      
珠海飛行場の周辺地域に航空産業団地を設置し、小型ジェット機の製造、航空関連の物流、
MROに力を注いでいく計画にある。また香港と珠海を結ぶ、全長40㎞の大橋の着工を開始、
2015年には完成予定であり、香港の賑わいを珠海に持ち込もうとの計画にある。

2．前回2008年の実績

アジアのエアショーでは、シンガポールに次ぐ規模であり35カ国から約600社が出展した。
飛行場の広大な敷地の一角に屋内展示面積21,000㎡の展示場を持ち、シャレーの設置もある。
毎回規模が大きくなっていることが特徴で、2008年はトレード90,000人、パブリック
210,000人の入場者があった。
飛行展示では、国産新型戦闘機J10とエアバスA380、またインド空軍エアロバティック
チーム“Surya Kiran”が中国で初めて飛行を行い話題となった。
事務局は、ARJ-21の25機成約を含め4,000億円の商談成立があったと報じている。急成長
する中国民間航空機市場にあって、COMAC社のリージョナルARJ-21型機、中型C-919型機
及びAVIC社の民間中型ヘリコプター等、開発進捗状況や今後の中国政府の開発計画等の
情報収集の場として目が離せない。
なお詳細については以下のHPにアクセスされたい。
http://www.airshow.com.cn/en/

3．フォトギャラリー（2008年 珠海エアショーより）

《筆者による採点》
　魅力度（5段階評価）  

★★　　　
★★★　　
★★　　　
★★★　　
★★★　　

項　目
知名度（規模）
海外出展者数
海外来場者数
飛行展示機数
屋外展示機数

JA事務局NEWSJA事務局NEWSJA事務局NEWS


